
組織・チームの方向性を定めるため

に必要不可欠な「会議」や「ミーティン

グ」「打ち合わせ」。その在り方・進め方

を見直すことで、チームの力は大きく

ＵＰします。会議運営の基本的な考え

方や進め方、意見を引き出すためのコ

ミュニケーション等、会議運営スキル

（ノウハウ）をお伝えします(定員10名)。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2022.7
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「３年ぶりの賑やかさ」
旧町村別の人口動態等を共有します。

室

根

町

・

矢

越

山

の

「

ひ

こ

ば

え

の

森

」

で

30

年

以

上

に

渡

っ

て

行

わ

れ

て

い

る

「

森

は

海

の

恋

人

植

樹

祭

」

。

コ

ロ
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禍
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令

和

２

・

３

年

は

主

催

団

体

の

関

係

者

の

み

で

の

実

施

で

し

た

が

、

今

年

は

一

般

参

加

者

が

３

年

ぶ

り

に

参

加

。

地

元

・

室
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12

区

自

治

会
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同

時

開

催

す

る

「

水

車

ま

つ

り

」

も

大

盛

況

で

し

た

。

姿勢は見た目だけではなく、健康と

深く関係しています。「ＫＣＳセンター

一関」では、姿勢と健康について、大

学専門課程を修了した姿勢の専門

家による出張講座に対応しています。

「腰痛、肩こり、膝痛などの原因と対

処法」「こどもの姿勢と健康」など、市

民センターやサロンなどの事業として

もご活用ください。講座の詳細は下記

までお問合せください。

いちのせき若者サポートステーショ

ン（通称：いちサポ）では、一関市内

の各会場（千厩・大東・藤沢・花泉）

を隔月で巡回し、これから働きたい、

もしくは現在就職活動中の49歳まで

の求職中の方等を対象に、就労準

備に関する相談、履歴書の書き方、

面接練習など、必要に応じてサポー

トする取り組みを行っています（予約

優先）。巡回日や詳細等は下記まで

お問合せください。

「いちのせき市民活動スタッフバン

ク」通称「イマカラ」は、一関市内で開

催される「スタッフを募集したいイベン

ト」と「地域で活動したい人」をマッチ

ングする仕組みです。当センターの

ホームページ内「いちのせき市民活

動スタッフバンク」のページからスタッ

フ登録をすると、スタッフを募集して

いるイベント情報等が随時メールにて

配信されます(スタッフ

登録は無料)。

イマカラの詳細は右の

ＱＲコードからもご覧い

ただけます。

「人形劇ラビット」

会員募集

募集

「姿勢と健康」講座

出張依頼承ります

情報

シルバー人材センター

会員募集

募集

情報

「社内会議向上講座」

受講者募集

講座

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 54954 -9 24532 33

花泉 12253 -21 4710 3

川崎 3323 -2 1281 0

千厩 10031 2 4117 4

大東 12204 -32 4918 -1

東山 6000 -13 2287 4

室根 4517 -10 1778 1

藤沢 7274 -5 2803 13

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 110556 -90

世帯数 46426 57

出生数 44 -1

2022年６６６６月月月月１１１１日日日日付

(2022年５月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

厚生労働省

地域若者サポートステーション事業

「いちさぽ出張就労相談」

内容内容内容内容：・姿勢と身体の関係

・猫背予防と疲れにくい歩き方

・子どもの姿勢と健康 等

問合問合問合問合：０１９１-４８-３７１０

（姿勢専科®ＫＣＳセンター一関）

事業名事業名事業名事業名：いちさぽ出張就労相談

対象対象対象対象：４９歳までの求職中の方、その

家族、支援関係者等

問合問合問合問合：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション）

人形劇を通して子どもたちに笑顔を

届けることを目的に、主に市内の幼稚

園や子育て支援の場で、子どもや親

子を対象にした公演を年４回程開催

している「人形劇ラビット」では、人形

劇に興味がある方、舞台の大道具や

楽器演奏をしてみたい方など、一緒

に活動してくれる仲間を募集していま

す。下記活動日であれば見学は自由

です。詳しくはお問合せください。

「イマカラ」

登録者募集

情報

日時日時日時日時：全４回の連続講座です。

２０２２年７月２９日・９月３０日・１１月

２５日、２０２３年１月２７日

各回とも１９時～２０時３０分

受講料受講料受講料受講料：２,０００円（全４回分）

会場会場会場会場：なのはなプラザ４階

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）

１｜二言三言｜ Ａｉｍｉ Ｂｅｌｌさん・一関市国際交流協会 垣内幸治さん(後編)

３｜団体紹介｜ 東山クレッシェンドの会

５｜地域紹介｜ 猿沢中央自治会 （大東）

７｜企業紹介｜ 株式会社 千厩厩厩厩自動車学校 (千厩厩厩厩)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉔ 地域は、活性化を求めているか？

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№16「冷蔵庫のない暮らし②」

今月の表紙

１つずつ丁寧に紫蘇に包まれた梅干し。当センタースタッフの実家で貯

蔵されていたもので、50年以上前に漬けられたものだとか！塩のみで漬

けられたシンプルな梅干しですが、長期保存には細やかな初期処理が必

要であり、当時の「食材保存スキル」の高さに感心させられます。そんな

「冷蔵庫のない時代」の「食生活」とは……？（自由研究)

（公社）一関市シルバー人材セン

ターでは、概ね60歳以上の健康で働

く意欲のある会員を募集しています。

会員は、それぞれの希望と能力に応じ

て、家庭や事業所等から依頼される

様々な分野の仕事に対応します。詳

しくはお住いの地域の事務所へお問

合せください。

対象対象対象対象：概ね６０歳以上の方で、定めら

れた会費(２,０００円/年＋互助会費

１,０００円/年)を納入した方

問合問合問合問合： ※全て市外局番 ０１９１

<一関・花泉> ２６-３７６０

<大東> ７１-１２３４

<千厩・室根・藤沢> ４８-３３０６

<東山・川崎> ３５-３０２１

活動日活動日活動日活動日：毎月第２・４土曜日

時間時間時間時間：１０時～１２時

場所場所場所場所：なのはなプラザ３階 研修室

（一関市大町４-２９）

問合問合問合問合：０９０-８６８５-５７０１

（代表：沼倉）

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）
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地域の「気になる人」を対談でご紹介

第９６回
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Ｉ

Ｎ

Ｅ

で

音

読

の

動

画

が

送

ら

れ

て

く

る

ん

で

す

(

笑

)

垣

内

垣

内

垣

内

垣

内

確

か

に

。

子

ど

も

は

学

校

で

勉

強

し

て

る

か

ら

、

あ

る

程

度

日

本

語

が

し

ゃ

べ

れ

る

よ

う

に

な

る

ん

で

す

よ

ね

。

親

へ

の

ケ

ア

も

必

要

と

い

う

こ

と

で

す

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

実

際

、

親

子

間

の

確

執

が

生

ま

れ

て

る

み

た

い

で

。

私

は

こ

ん

な

に

日

本

語

の

勉

強

頑

張

っ

て

る

の

に

、

お

母

さ

ん

は

し

な

い

の

？

と

い

う

感

じ

の

こ

と

が

、

幼

稚

園

の

頃

か

ら

あ

っ

た

み

た

い

で

す

。

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

も

移

民

が

た

く

さ

ん

い

て

、

私

の

知

り

合

い

に

も

ベ

ト

ナ

ム

か

ら

移

住

し

て

30

年

住

ん

で

る

夫

婦

が

い

る

け

ど

、

未

だ

に

英

語

が

話

せ

な

い

。

で

も

子

ど

も

は

英

語

で

、

ベ

ト

ナ

ム

語

が

話

せ

な

い

か

ら

、

親

と

話

せ

な

い

ん

で

す

。

本

人

が

周

り

に

ど

れ

く

ら

い

溶

け

込

み

た

い

か

が

問

題

で

、

特

に

必

要

性

を

感

じ

な

い

人

も

い

れ

ば

、

溶

け

込

み

た

い

の

に

学

び

の

チ

ャ

ン

ス

が

無

い

人

も

い

ま

す

。

垣

内

垣

内

垣

内

垣

内

子

ど

も

が

い

る

と

自

分

も

勉

強

す

る

チ

ャ

ン

ス

で

す

よ

ね

。

読

み

聞

か

せ

と

か

。

そ

れ

に

、

こ

れ

か

ら

自

分

が

子

ど

も

を

病

院

に

連

れ

て

行

く

か

も

し

れ

な

い

と

考

え

た

ら

、

勉

強

し

よ

う

と

思

う

よ

う

な

気

も

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

国

際

交

流

協

会

が

主

催

す

る

日

本

語

教

室

に

は

ど

れ

く

ら

い

の

参

加

者

が

い

ま

す

か

？

垣

内

垣

内

垣

内

垣

内

日

本

語

で

日

本

語

を

教

え

る

教

室

を

週

に

１

～

２

回

開

催

し

て

い

ま

す

が

、

各

回

５

～

６

人

程

度

で

、

需

要

が

な

い

の

か

、

需

要

と

合

っ

て

い

な

い

の

か

…
…

。

県

の

国

際

交

流

協

会

は

オ

ン

ラ

イ

ン

で

の

日

本

語

教

室

も

行

っ

て

い

る

の

で

、

我

々

も

オ

ン

ラ

イ

ン

開

催

を

検

討

し

て

い

ま

す

。

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

勉

強

し

た

く

て

も

、

一

人

で

行

く

の

は

勇

気

が

い

り

ま

す

。

そ

れ

に

、

英

語

は

半

年

く

ら

い

で

何

と

か

な

り

ま

す

が

、

漢

字

に

馴

染

み

の

な

い

国

の

人

だ

と

日

本

語

の

読

み

書

き

に

苦

労

し

ま

す

。

何

と

か

生

活

で

き

て

る

し

、

無

理

し

て

覚

え

な

く

て

も

良

い

か

な

と

い

う

人

も

い

る

の

か

も

。

仕

事

の

一

環

と

し

て

行

く

の

な

ら

ま

だ

し

も

、

趣

味

と

し

て

行

く

余

裕

が

あ

る

人

は

少

な

い

で

し

ょ

う

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

学

ぶ

環

境

は

用

意

し

て

い

て

も

、

そ

こ

に

踏

み

込

む

き

っ

か

け

が

欲

し

い

わ

け

で

す

よ

ね

。

一

関

に

住

ん

で

い

る

外

国

籍

の

人

同

士

に

は

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

あ

り

ま

す

か

？

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

あ

り

ま

す

が

、

基

本

は

同

じ

言

語

の

人

同

士

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

で

す

ね

。

私

は

他

の

言

語

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

も

関

わ

り

た

い

で

す

が

、

会

う

機

会

が

な

か

な

か

な

い

で

す

。

垣

内

垣

内

垣

内

垣

内

だ

か

ら

今

、

フ

ッ

ト

サ

ル

大

会

を

企

画

し

て

る

ん

で

す

。

国

籍

や

言

語

毎

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

で

参

加

し

つ

つ

、

ほ

か

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

も

交

流

す

る

き

っ

か

け

と

し

て

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

良

い

で

す

ね

。

そ

れ

か

ら

、

ア

イ

ミ

さ

ん

の

よ

う

に

外

国

籍

マ

マ

同

士

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

な

ど

も

必

要

か

も

し

れ

な

い

で

す

ね

。

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

実

際

、

私

は

同

じ

病

院

で

去

年

出

産

し

た

マ

レ

ー

シ

ア

出

身

の

友

達

に

い

ろ

い

ろ

教

え

て

も

ら

い

ま

し

た

。

言

語

の

壁

、

コ

ロ

ナ

禍

で

両

親

教

室

な

ど

も

中

止

、

夫

も

付

き

添

え

な

か

っ

た

り

、

不

安

な

こ

と

が

あ

り

ま

す

が

、

同

じ

こ

と

を

経

験

し

た

人

と

話

せ

る

と

心

強

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

出

産

時

の

入

院

食

や

学

校

給

食

が

「

ハ

ラ

ー

ル

」

に

対

応

し

て

い

る

か

ど

う

か

は

重

要

で

す

よ

ね

。

ハ

ラ

ー

ル

対

応

し

て

い

な

い

給

食

だ

と

、

お

弁

当

を

持

っ

て

行

く

し

か

な

い

。

で

も

入

院

中

は

無

理

…
…

。

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

食

べ

物

の

ア

レ

ル

ギ

ー

を

チ

ェ

ッ

ク

す

る

よ

う

に

ハ

ラ

ー

ル

な

ど

も

聞

い

て

く

れ

る

と

良

い

で

す

ね

。

垣

内

垣

内

垣

内

垣

内

確

か

に

。

ム

ス

リ

ム

の

人

の

中

で

も

、

ど

こ

ま

で

徹

底

す

る

か

は

違

う

よ

う

な

の

で

。

料

理

酒

や

み

り

ん

が

Ｎ

Ｇ

な

人

も

い

る

よ

う

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

一

関

も

外

国

籍

市

民

へ

の

サ

ポ

ー

ト

と

し

て

様

々

取

り

組

ん

で

い

ま

す

が

、

抜

け

て

い

る

視

点

や

、

逆

に

「

そ

こ

ま

で

や

ら

な

く

て

良

い

の

で

は

？

」

と

い

う

も

の

も

…
…

。

極

端

な

話

、

ち

ょ

っ

と

英

語

が

話

せ

る

人

が

増

え

れ

ば

良

い

だ

け

な

の

に

、

「

翻

訳

し

た

か

ら

読

ん

で

く

だ

さ

い

」

と

い

う

ア

プ

ロ

ー

チ

に

な

っ

て

し

ま

い

、

肝

心

の

当

事

者

た

ち

は

案

外

読

ま

な

い

わ

け

で

。

垣

内

垣

内

垣

内

垣

内

構

え

す

ぎ

ち

ゃ

う

ん

で

す

よ

ね

。

簡

単

な

日

本

語

に

す

れ

ば

分

か

る

人

っ

て

け

っ

こ

う

い

る

。

完

璧

な

英

語

は

求

め

ら

れ

て

な

い

か

ら

。

「

困

っ

て

い

る

こ

と

が

、

あ

り

ま

す

か

？

」

と

か

で

良

い

ん

で

す

よ

。

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

ア

イ

ミ

み

ん

な

そ

れ

ぞ

れ

知

り

合

い

が

少

し

ず

つ

増

え

れ

ば

、

住

み

や

す

い

と

こ

ろ

に

な

る

と

思

う

ん

で

す

。

誰

か

と

誰

か

が

つ

な

が

れ

ば

、

ま

た

誰

か

に

つ

な

が

る

。

そ

の

た

め

に

も

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

で

集

ま

ろ

う

と

思

っ

た

時

に

気

軽

に

利

用

で

き

る

ス

ペ

ー

ス

が

あ

る

と

良

い

で

す

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

英

語

が

話

せ

れ

ば

国

際

化

」

で

は

な

く

、

「

生

活

の

感

覚

」

が

国

際

化

し

な

き

ゃ

い

け

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

例

え

ば

接

客

業

の

人

が

帰

り

際

に

「

ま

た

来

て

ね

」

と

一

声

か

け

る

だ

け

で

違

っ

て

く

る

の

か

も

し

れ

な

い

な

。
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１

※２ 【関が丘教室(関が丘市民センター)】毎週日曜日 10：00～12：00

【ゆうの会・にほんご教室(なのはなプラザ３F)】毎週水曜日 13：30～15：30／毎週日曜日 13：30～15：30

※３ イスラーム法において合法なモノ(食品、事)のことで、ここでは「イスラム教を信仰するムスリムが食べられるもの」を指す。

※１ 外国人児童生徒を支援する支援員や通訳等の外部人材の学校への配置が全国的にも進められている(文部科学省ＨＰ参照)。
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流

協

会

一

関

市

国

際

交

流

協

会

一

関

市

国

際

交

流

協

会

住

所

住

所

住

所

住

所

一

関

市

大

町

４

-

29

な

の

は

な

プ

ラ

ザ

４
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電

話

電

話

電

話

電

話
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９
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３
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１

１

×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

一関市国際交流協会 事務局長 垣内幸治さん

一関市在住 外国籍市民 ベルアイミさん

【【【【ベルベルベルベル アイミアイミアイミアイミ】】】】父親がオーストラリア人、母親が日本人

(東京出身)。オーストラリア出身で、2015年に来日し、

宮城県気仙沼市で外国語指導助手(ALT)を務めた後、2018

年から「国際化推進員」として一関市役所に勤務。気仙

沼市出身の日本人男性と結婚し、現在は花泉町金沢在住。

【【【【垣内垣内垣内垣内 幸治幸治幸治幸治】】】】令和２年２月発足の一関市国際交流協会事

務局長。旅行が趣味で、複数の国を訪れる中で気軽に外

国人との交流が持てるように。東京生まれ。本業は農家。

日本語教室の様子(「ゆうの会・にほんご教室」)



ス

ト

・

中

村

天

平

さ

ん

の

演

奏

に

出

会

い

ま

す

。

そ

の

演

奏

に

感

動

し

た

佐

藤

さ

ん

は

、

中

村

さ

ん

の

全

国

ツ

ア

ー

の

中

に

当

市

で

の

演

奏

も

盛

り

込

ん

で

も

ら

え

な

い

か

、

直

接

オ

フ

ァ

ー

し

た

の

で

す

。

平

成

29

年

、

そ

の

オ

フ

ァ

ー

が

実

を

結

び

、

中

村

さ

ん

を

迎

え

て

の

同

会

初

主

催

コ

ン

サ

ー

ト

が

開

か

れ

ま

す

。

観

客

は

プ

ロ

ピ

ア

ニ

ス

ト

の

生

演

奏

は

も

ち

ろ

ん

、

自

身

の

全

国

ツ

ア

ー

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

や

音

楽

の

道

を

志

し

た

経

験

談

に

も

聴

き

入

り

、

子

ど

も

た

ち

も

「

将

来

は

ピ

ア

ニ

ス

ト

に

な

り

た

い

」

と

語

り

だ

す

な

ど

、

当

初

か

ら

描

い

て

い

た

想

い

の

通

り

、

子

ど

も

た

ち

に

「

夢

」

を

与

え

る

き

っ

か

け

を

創

り

出

し

た

の

で

す

。

主

催

事

業

は

も

ち

ろ

ん

、

幅

広

い

世

代

へ

音

楽

の

魅

力

を

広

げ

る

た

め

、

地

域

内

の

他

団

体

と

連

携

し

、

親

子

向

け

か

ら

中

高

年

層

向

け

ま

で

、

様

々

な

コ

ン

サ

ー

ト

開

催

に

協

力

す

る

な

ど

、

経

験

と

実

績

を

積

み

上

げ

て

い

っ

た

同

会

。

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

の

公

演

誘

致

や

チ

ケ

ッ

ト

販

売

だ

け

で

な

く

、

会

場

設

営

や

楽

屋

管

理

な

ど

も

大

事

な

仕

事

で

す

。

佐

藤

さ

ん

は

「

公

演

の

事

前

準

備

か

ら

、

当

日

～

本

番

～

終

演

～

片

付

け

ま

で

、

そ

の

全

て

の

ス

ト

ー

リ

ー

が

私

た

ち

に

と

っ

て

か

け

が

え

の

な

い

経

験

で

あ

り

、

思

い

出

で

す

」

と

微

笑

み

ま

す

。

市

内

の

高

齢

者

福

祉

施

設

等

へ

の

慰

問

公

演

を

企

画

す

る

こ

と

も

あ

り

、

お

年

寄

り

の

方

に

と

っ

て

馴

染

み

深

い

曲

目

を

事

前

に

リ

サ

ー

チ

し

て

お

く

な

ど

、

観

客

に

喜

ん

で

も

ら

う

た

め

の

ひ

と

手

間

は

、

過

去

の

実

績

の

賜

物

。

時

に

は

同

会

メ

ン

バ

ー

自

ら

が

、

地

元

の

イ

ベ

ン

ト

で

ピ

ア

ノ

演

奏

を

行

う

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

佐

藤

さ

ん

は

、

「

音

楽

と

は

、

心

を

豊

か

に

す

る

も

の

。

明

日

の

活

力

に

な

る

ビ

タ

ミ

ン

剤

だ

っ

た

り

、

疲

れ

た

心

を

癒

す

オ

ア

シ

ス

だ

っ

た

り

、

何

気

な

い

日

常

に

日

々

欠

か

せ

な

い

も

の

。

だ

か

ら

、

少

し

で

も

音

楽

が

身

近

な

も

の

に

な

る

よ

う

、

音

楽

か

ら

花

咲

く

笑

顔

の

種

ま

き

を

し

て

い

る

の

で

す

」

と

、

音

楽

の

持

つ

力

を

語

り

ま

す

。

ま

た

、

「

ま

ち

の

中

で

自

然

と

音

楽

に

触

れ

ら

れ

る

、

そ

ん

な

環

境

を

実

現

す

る

た

め

に

『

ス

ト

リ

ー

ト

ピ

ア

ノ

』

を

み

ん

な

が

集

う

と

こ

ろ

に

置

き

た

い

で

す

ね

。

人

々

が

ふ

れ

あ

う

機

会

が

少

な

い

ご

時

世

で

す

か

ら

、

子

ど

も

た

ち

が

ふ

れ

あ

え

る

コ

ン

サ

ー

ト

な

ど

も

企

画

し

た

い

で

す

ね

」

と

、

今

後

の

目

標

を

掲

げ

ま

す

。

現

在

は

メ

ン

バ

ー

が

３

人

な

の

で

、

公

演

の

際

に

は

知

人

の

協

力

を

得

な

が

ら

会

場

運

営

を

行

っ

た

り

、

イ

ベ

ン

ト

会

社

や

町

内

の

団

体

、

各

種

補

助

金

を

頼

り

に

せ

ざ

る

を

得

な

い

状

況

も

あ

り

ま

す

が

、

「

今

後

は

ピ

ア

ノ

教

室

の

先

生

に

限

ら

ず

、

私

た

ち

の

活

動

に

協

力

し

て

い

た

だ

け

る

方

を

募

り

た

い

で

す

」

と

、

活

動

の

輪

を

広

げ

、

「

本

物

の

音

楽

」

を

地

元

に

届

け

る

役

目

を

担

い

続

け

ま

す

。

及川及川及川及川 美登里美登里美登里美登里さんさんさんさん

代表の佐藤さんと同じ

く、小さいころから音

楽に慣れ親しみ、ピア

ノ教室の先生に。佐藤

さんと一緒に企画・運

営に携わりながら同会

の会計も担当していま

す。

佐藤佐藤佐藤佐藤 美枝美枝美枝美枝さんさんさんさん

幼少期から音楽への興

味が強く、４歳からピ

アノを習い始めると、

嫌なことがあってもピ

アノを演奏すると気が

紛れるというほど、ピ

アノがなくてはならな

いものになっています。

「

本

物

の

音

楽

を

地

元

・

東

山

で

聴

け

た

ら

…
…

」

プ

ロ

の

演

奏

や

コ

ン

サ

ー

ト

を

聴

く

た

め

に

は

、

市

外

に

行

か

な

け

れ

ば

な

ら

ず

、

ど

ん

な

に

近

く

て

も

旧

一

関

エ

リ

ア

の

会

場

…
…

。

そ

う

し

た

現

状

に

「

自

分

の

住

む

地

域

で

コ

ン

サ

ー

ト

を

開

け

た

ら

、

も

っ

と

音

楽

に

興

味

を

持

つ

人

が

増

え

る

は

ず

。

子

ど

も

た

ち

も

音

楽

を

通

し

た

『

夢

』

を

持

つ

か

も

し

れ

な

い

」

と

い

う

想

い

を

強

く

抱

い

た

の

は

、

東

山

町

内

で

ピ

ア

ノ

教

室

を

営

み

、

日

々

子

ど

も

た

ち

に

音

楽

の

魅

力

を

伝

え

て

い

る

３

人

の

ピ

ア

ノ

教

師

で

し

た

。

音

楽

を

通

し

て

約

30

年

前

に

出

会

っ

て

い

た

３

人

で

す

が

、

平

成

25

年

に

東

山

公

民

館

(

現

東

山

市

民

セ

ン

タ

ー

)

が

開

催

し

た

ピ

ア

ノ

コ

ン

サ

ー

ト

の

実

行

委

員

を

皮

切

り

に

、

同

館

主

催

の

コ

ン

サ

ー

ト

等

に

関

わ

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

複

数

の

実

行

委

員

を

経

験

す

る

中

で

「

自

分

た

ち

の

力

で

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

を

呼

び

た

い

」

と

の

想

い

が

芽

生

え

た

３

人

。

団

体

結

成

を

決

意

す

る

と

、

同

館

事

業

の

み

な

ら

ず

、

東

山

町

内

の

各

種

イ

ベ

ン

ト

に

参

画

し

、

企

画

・

運

営

ス

キ

ル

を

磨

き

ま

し

た

。

会

を

設

立

し

た

矢

先

の

平

成

28

年

、

同

会

の

噂

を

聞

き

つ

け

た

宮

城

県

の

イ

ベ

ン

ト

会

社

か

ら

「

ア

メ

リ

カ

陸

軍

軍

楽

隊

に

よ

る

『

ビ

ッ

グ

バ

ン

ド

ジ

ャ

ズ

コ

ン

サ

ー

ト

』

を

開

催

し

な

い

か

」

と

い

う

思

い

が

け

な

い

誘

い

が

！

こ

の

誘

い

を

受

け

る

と

、

地

元

中

学

校

吹

奏

楽

部

と

の

コ

ラ

ボ

演

奏

を

イ

ベ

ン

ト

会

社

に

打

診

。

プ

ロ

の

演

奏

が

聴

け

る

だ

け

で

な

く

、

地

域

の

子

ど

も

た

ち

が

プ

ロ

奏

者

と

同

じ

空

間

に

立

つ

と

い

う

貴

重

な

機

会

を

実

現

さ

せ

ま

し

た

。

そ

の

後

も

イ

ベ

ン

ト

会

社

や

「

東

山

芸

術

文

化

協

会

」

等

と

協

力

し

、

共

催

形

式

で

コ

ン

サ

ー

ト

を

誘

致

・

開

催

し

て

い

き

ま

す

が

、

佐

藤

さ

ん

た

ち

は

、

「

主

催

事

業

と

し

て

誘

致

を

実

現

で

き

な

い

か

」

と

考

え

る

よ

う

に

。

そ

ん

な

折

、

気

仙

沼

市

で

開

か

れ

た

復

興

支

援

関

連

の

コ

ン

サ

ー

ト

で

世

界

的

ピ

ア

ニ

３４

団体

紹介

東山東山東山東山クレッシェンドのクレッシェンドのクレッシェンドのクレッシェンドの会会会会

平成28年、東山地域の「ピアノの先生」

で結成(現在は代表含め３人)。音楽コン

サートの企画、外部アーティストの誘致、

会場運営を主軸にしながら、地元文化祭等

では会員によるピアノ演奏も行う。

「「「「

本

物

本

物

本

物

本

物

のののの

音

楽

音

楽

音

楽

音

楽

」」」」

でででで

地

域

地

域

地

域

地

域

にににに

「「「「

夢夢夢夢

」」」」

とととと

「「「「

希

望

希

望

希

望

希

望

」」」」

をををを

「

プ

ロ

に

よ

る

本

物

の

音

楽

」

を

地

元

に

- Photo gallery -gallery -

普

段

普

段

普

段

普

段

は

ピ

ア

ノ

の

は

ピ

ア

ノ

の

は

ピ

ア

ノ

の

は

ピ

ア

ノ

の

先

生

先

生

先

生

先

生

各

々

の

ピ

ア

ノ

教

室

で

は

、

「

良

い

所

を

褒

め

る

」

を

大

切

に

、

子

ど

も

た

ち

が

音

楽

に

親

し

み

を

持

て

る

よ

う

に

丁

寧

に

指

導

し

て

い

ま

す

。

国国国国

をををを

超超超超

え

た

え

た

え

た

え

た

「「「「

感

謝

状

感

謝

状

感

謝

状

感

謝

状

」」」」

同

会

初

事

業

の

ア

メ

リ

カ

陸

軍

軍

楽

隊

に

よ

る

ジ

ャ

ズ

コ

ン

サ

ー

ト

。

軍

楽

隊

か

ら

同

会

へ

送

ら

れ

た

感

謝

状

は

同

会

の

宝

物

で

す

。

思思思思

いいいい

出出出出

のののの

一

品

一

品

一

品

一

品

平

成

29

年

の

「

う

れ

し

市

」

参

加

の

際

、

イ

ラ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

の

戸

田

さ

ち

え

さ

ん

が

描

い

て

く

れ

た

ブ

ー

ス

看

板

。

大

切

に

保

存

し

て

い

ま

す

。

地

域

地

域

地

域

地

域

の

イ

ベ

ン

ト

で

も

の

イ

ベ

ン

ト

で

も

の

イ

ベ

ン

ト

で

も

の

イ

ベ

ン

ト

で

も

平

成

29

年

に

東

山

町

の

「

か

ぢ

や

旅

館

」

で

開

か

れ

た

「

う

れ

し

市

」

で

の

ひ

と

こ

ま

。

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

や

Ｂ

Ｇ

Ｍ

演

奏

で

参

加

し

ま

し

た

。

Ｑ.あなたにとって音楽とは？

代表代表代表代表 会員会員会員会員

東山クレッシェンドの会

初

の

主

催

コ

ン

サ

ー

ト

は

世

界

で

活

躍

す

る

ピ

ア

ノ

奏

者

さとう みえ おいかわ みどり

Ａ.心の豊かさＡ.心のオアシス

「

音

楽

あ

ふ

れ

る

ま

ち

」

を

目

指

し

て

〒029-0301 一関市東山町田河津字夏山174

(代表：佐藤)

TEL：090-8786-9653(同上)

写真：プロのピアニスト(前列中央)とコン

サート協力メンバーとの集合写真



部

で

は

料

理

教

室

や

「

猿

沢

地

区

文

化

祭

」

で

の

展

示

品

創

作

活

動

な

ど

積

極

的

で

、

自

治

会

全

体

の

イ

ベ

ン

ト

や

秋

祭

り

の

賄

い

、

収

穫

祭

の

も

ち

料

理

作

り

な

ど

で

は

、

日

頃

の

連

携

が

活

か

さ

れ

、

そ

の

実

行

力

は

頼

も

し

い

も

の

で

す

」

と

語

り

、

千

田

さ

ん

も

「

当

自

治

会

の

女

性

陣

は

強

い

…
…

い

や

、

輝

い

て

い

る

よ

ね

」

と

、

笑

顔

で

相

槌

を

打

ち

ま

す

。

同

自

治

会

メ

イ

ン

事

業

の

一

つ

「

中

央

自

治

会

夏

祭

り

」

は

、

帰

省

客

ら

に

も

楽

し

ん

で

も

ら

う

た

め

、

毎

年

お

盆

期

間

の

８

月

14

日

に

開

催

し

て

お

り

、

令

和

元

年

の

開

催

で

12

回

目

を

迎

え

ま

し

た

(

令

和

２

年

・

３

年

は

コ

ロ

ナ

禍

で

中

止

)

。

当

日

は

盆

踊

り

や

花

火

大

会

、

縁

日

や

く

じ

引

き

な

ど

の

催

し

物

で

賑

わ

い

を

見

せ

ま

す

。

１

戸

当

た

り

５

百

円

の

会

費

と

１

口

千

円

の

協

賛

金

(

花

火

や

金

魚

な

ど

の

購

入

費

に

充

当

)

で

賄

う

夏

祭

り

。

会

費

と

同

額

の

商

品

券

が

つ

い

た

チ

ラ

シ

を

全

戸

配

布

し

、

夏

祭

り

当

日

に

屋

台

(

縁

日

)

の

商

品

と

交

換

す

る

シ

ス

テ

ム

に

な

っ

て

い

ま

す

。

婦

人

部

が

担

当

す

る

の

は

リ

サ

イ

ク

ル

活

動

を

兼

ね

た

く

じ

引

き

。

自

治

会

員

が

持

ち

寄

っ

た

未

使

用

か

つ

自

宅

に

眠

っ

た

ま

ま

の

品

物

な

ど

を

く

じ

引

き

の

商

品

に

し

ま

す

。

そ

の

ほ

か

、

基

本

的

な

準

備

は

役

員

が

中

心

で

す

が

、

会

員

(

＝

住

民

)

も

積

極

的

に

協

力

。

少

子

高

齢

化

で

集

落

内

の

子

ど

も

た

ち

は

減

っ

て

い

ま

す

が

、

帰

省

客

ら

も

交

え

て

集

落

内

の

交

流

が

深

ま

る

一

日

で

す

。

ま

た

、

避

難

訓

練

も

兼

ね

た

「

中

央

自

治

会

大

運

動

会

」

は

、

令

和

元

年

に

37

回

目

(

令

和

２

年

・

３

年

は

コ

ロ

ナ

禍

で

中

止

)

を

迎

え

ま

し

た

。

12

の

班

を

、

赤

・

白

・

黄

・

青

組

に

分

け

、

こ

の

組

ご

と

に

避

難

訓

練

な

ど

の

役

割

が

与

え

ら

れ

ま

す

(

輪

番

制

。

避

難

訓

練

担

当

、

炊

き

出

し

訓

練

担

当

、

運

動

会

の

片

付

け

担

当

な

ど

)

。

「

炊

き

出

し

訓

練

で

作

る

お

に

ぎ

り

な

ど

は

、

運

動

会

終

了

後

の

反

省

会

(

運

動

会

自

体

は

午

前

中

で

終

了

)

で

、

み

ん

な

で

食

し

ま

す

。

避

難

訓

練

と

抱

き

合

わ

せ

る

こ

と

で

運

動

会

の

参

加

率

が

上

が

り

、

よ

り

交

流

が

生

ま

れ

ま

す

」

と

、

菅

原

さ

ん

。

同

自

治

会

副

会

長

の

中

津

山

保

彦

さ

ん

と

熊

谷

芳

昭

さ

ん

は

「

反

省

会

で

の

一

杯

が

ま

た

最

高

な

ん

だ

よ

。

コ

ロ

ナ

禍

で

２

年

中

止

し

た

が

、

今

年

こ

そ

は

」

と

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

２

区

の

高

齢

化

率

は

60

・

２

％

、

３

区

は

40

・

３

％

(

令

和

３

年

３

月

現

在

)

と

、

猿

沢

地

域

の

中

で

も

高

齢

化

率

が

高

く

、

若

者

・

子

ど

も

は

少

な

い

も

の

の

、

集

落

に

残

っ

て

い

る

若

者

は

積

極

的

に

活

動

に

参

加

し

て

い

る

と

い

う

同

自

治

会

。

千

田

さ

ん

は

「

普

段

の

活

動

が

行

政

区

毎

に

別

れ

て

い

る

分

、

一

堂

に

親

睦

と

交

流

が

で

き

る

事

業

を

行

う

こ

と

で

、

互

い

へ

の

『

無

関

心

さ

』

を

な

く

し

て

い

ま

す

」

と

、

良

く

も

悪

く

も

「

関

心

を

持

ち

合

え

て

い

る

」

現

状

を

大

切

に

し

て

い

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

千田千田千田千田 泰泰泰泰さんさんさんさん

１期２年目。納税組合

長や猿沢地区振興会副

会長など様々な役職を

担っています。「今、

ここに住むみんなの

『幸せ』」を大切に、

自治会運営を行います。

中津山中津山中津山中津山 京子京子京子京子さんさんさんさん

１期２年目。長年、婦

人部の部長を務め、現

在の婦人部の土台をつ

くりました。婦人部が

世話役をするサロンの

立ち上げにも尽力(猿

沢地域の先駆け)。

大

東

町

猿

沢

地

域

の

中

央

に

位

置

し

、

２

つ

の

行

政

区

(

猿

沢

２

区

・

３

区

)

か

ら

成

る

猿

沢

中

央

自

治

会

。

自

治

会

発

足

以

前

は

行

政

区

毎

の

納

税

組

合

が

主

体

と

な

り

、

地

域

振

興

や

親

睦

活

動

を

行

っ

て

い

ま

し

た

。

昭

和

52

年

、

集

落

内

の

「

大

東

町

立

猿

沢

保

育

園

」

が

現

住

所

に

移

設

さ

れ

た

た

め

、

空

い

た

建

物

や

敷

地

を

集

落

内

各

種

団

体

の

活

動

拠

点

と

し

て

活

用

す

る

こ

と

に

。

そ

の

中

で

、

自

治

会

を

設

立

し

、

各

種

団

体

が

連

携

で

き

る

体

制

に

す

べ

き

と

の

機

運

が

高

ま

り

、

昭

和

53

年

２

月

、

両

行

政

区

内

の

各

種

団

体

を

集

約

し

た

形

で

猿

沢

中

央

自

治

会

を

立

ち

上

げ

ま

す

。

設

立

と

同

時

に

、

本

格

的

に

旧

保

育

園

(

建

物

・

園

庭

を

含

め

)

を

自

治

会

館

と

し

て

利

用

す

べ

く

、

市

か

ら

当

該

不

動

産

を

取

得

。

「

当

時

は

、

『

そ

こ

ま

で

し

て

必

要

な

い

の

で

は

？

』

と

い

う

声

も

あ

り

ま

し

た

が

、

『

自

分

た

ち

が

管

理

し

自

由

に

使

用

で

き

る

活

動

拠

点

』

を

持

つ

こ

と

で

、

自

治

会

の

メ

イ

ン

行

事

と

し

て

『

運

動

会

・

避

難

訓

練

』

や

『

夏

祭

り

』

を

開

催

す

る

な

ど

、

活

動

や

交

流

の

範

囲

も

広

が

り

、

『

み

ん

な

の

場

所

』

と

し

て

の

認

識

も

芽

生

え

ま

し

た

」

と

、

自

治

会

長

の

千

田

泰

さ

ん

は

振

り

返

り

ま

す

。

河

川

清

掃

や

花

壇

整

備

、

リ

サ

イ

ク

ル

活

動

や

サ

ロ

ン

活

動

な

ど

、

日

常

的

な

事

業

は

行

政

区

毎

に

行

い

ま

す

が

、

自

治

会

全

体

で

は

７

つ

の

部

会

を

設

置

し

、

部

会

長

・

副

部

会

長

を

置

い

て

い

る

同

自

治

会

。

生

活

環

境

部

と

婦

人

部

は

、

地

域

全

体

の

事

業

や

活

動

に

関

わ

る

取

り

組

み

を

行

う

た

め

、

両

行

政

区

か

ら

代

表

者

を

選

出

し

ま

す

。

ま

た

、

横

の

つ

な

が

り

を

重

視

し

、

総

務

部

に

各

部

会

長

が

入

る

こ

と

で

、

各

部

会

活

動

の

整

理

と

全

体

統

括

を

行

い

ま

す

。

事

務

局

の

菅

原

一

さ

ん

は

、

「

高

齢

化

で

人

口

も

減

り

つ

つ

あ

り

ま

す

が

、

一

人

ひ

と

り

が

役

割

を

持

ち

、

自

治

会

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す

。

と

く

に

婦

人

猿沢中央自治会

５６

今今今今

、、、、

こ

こ

に

こ

こ

に

こ

こ

に

こ

こ

に

住住住住

む

み

ん

な

の

む

み

ん

な

の

む

み

ん

な

の

む

み

ん

な

の

「「「「

幸幸幸幸

せせせせ

」」」」

をををを

大

切

大

切

大

切

大

切

にににに

旧

保

育

園

を

交

流

や

活

動

の

拠

点

に

- Photo gallery -gallery -

観

福

寺

観

福

寺

観

福

寺

観

福

寺

のののの

夢

灯

夢

灯

夢

灯

夢

灯

りりりり

毎

年

大

晦

日

に

は

「

観

福

寺

保

存

会

」

と

自

治

会

有

志

で

、

集

落

内

の

観

福

寺

境

内

を

ラ

イ

ト

ア

ッ

プ

し

、

参

拝

者

に

甘

酒

等

を

振

る

舞

い

ま

す

。

和

気

和

気

和

気

和

気

あ

い

あ

い

の

あ

い

あ

い

の

あ

い

あ

い

の

あ

い

あ

い

の

収

穫

祭

収

穫

祭

収

穫

祭

収

穫

祭

収

穫

祭

で

は

婦

人

部

が

大

活

躍

。

自

治

会

で

収

穫

し

た

も

ち

米

で

餅

や

お

こ

わ

を

作

り

、

振

る

舞

い

ま

す

(

写

真

は

令

和

３

年

の

２

区

)

。

農

家

組

合

農

家

組

合

農

家

組

合

農

家

組

合

とととと

連

携

連

携

連

携

連

携

し

て

し

て

し

て

し

て

自

治

会

行

事

と

し

て

毎

年

田

植

え

を

行

っ

て

お

り

、

で

き

た

新

米

は

収

穫

祭

な

ど

で

味

わ

い

ま

す

(

写

真

は

令

和

３

年

の

２

区

)

。

拠

点

拠

点

拠

点

拠

点

「「「「

中

央

自

治

会

館

中

央

自

治

会

館

中

央

自

治

会

館

中

央

自

治

会

館

」」」」

集

落

の

子

ど

も

た

ち

が

通

っ

た

園

舎

を

修

繕

し

利

活

用

。

子

ど

も

の

歓

声

が

響

き

渡

っ

た

園

庭

も

、

昭

和

52

年

以

降

は

大

人

の

歓

声

が

地域

紹介

猿沢猿沢猿沢猿沢中央自治会中央自治会中央自治会中央自治会((((猿沢猿沢猿沢猿沢))))

行政区は猿沢２区と猿沢３区。大東町猿沢

地区の中央に位置し、113世帯256人が暮らす。

商店街通りでもあるが、一歩路地を進むと中

山間地帯でもある。７つの部会(総務、生活

環境、文教、産業、婦人、体育、納税)と、

12の班(２区：５班、３区：７班)で構成され

ている。

大東

交

流

事

業

で

繋

ぐ

笑

顔

の

輪

女

性

が

生

き

生

き

と

輝

く

中

央

自

治

会ちだ ひろし なかつやま きょうこ

Ａ.互助精神 Ａ.いきいき人生！！

左の写真：猿沢地区振興会が主催する猿沢秋祭りに参

加した際の集合写真(令和元年10月)。

生活環境部長生活環境部長生活環境部長生活環境部長((((２２２２区区区区))))

!?



旧

東

磐

井

郡

内

で

は

唯

一

の

自

動

車

学

校

で

あ

り

、

就

職

や

進

学

を

控

え

る

学

生

等

も

、

普

通

自

動

車

の

免

許

を

取

得

す

る

た

め

、

所

属

す

る

学

校

の

許

可

を

得

て

通

学

。

送

迎

の

対

象

範

囲

に

は

気

仙

沼

市

本

吉

町

内

も

含

ま

れ

て

お

り

、

同

校

か

ら

は

多

く

の

卒

業

生

が

巣

立

っ

て

い

ま

す

。

「

全

車

種

教

習

＝

取

得

し

た

い

車

種

が

す

べ

て

揃

っ

て

い

ま

す

。

自

動

車

学

校

は

『

失

敗

す

る

と

怒

ら

れ

る

』

『

緊

張

し

て

上

手

く

で

き

な

い

』

な

ど

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

つ

方

も

い

る

と

思

い

ま

す

が

、

自

動

車

運

転

免

許

と

い

う

大

き

な

資

格

取

得

に

向

け

て

、

本

校

指

導

員

は

『

褒

め

て

伸

ば

す

』

教

習

を

実

践

中

で

す

。

一

緒

に

、

頑

張

り

ま

し

ょ

う

！

」

と

語

る

の

は

、

管

理

者

兼

校

長

の

須

藤

清

さ

ん

で

す

。

同

校

は

、

全

国

や

岩

手

県

の

同

業

種

に

先

立

っ

て

様

々

な

取

り

組

み

を

推

進

し

て

き

ま

し

た

。

例

え

ば

、

教

習

面

で

は

、

県

内

初

(

全

国

２

か

所

目

)

の

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

コ

ン

ビ

ン

サ

ー

の

導

入

、

岩

手

初

と

な

る

県

外

学

生

の

合

宿

教

習

の

受

け

入

れ

、

そ

の

他

、

民

間

初

と

な

る

事

故

や

犯

罪

の

被

害

者

を

支

援

す

る

た

め

の

犯

罪

被

害

者

支

援

募

金

付

自

動

販

売

機

導

入

、

誰

で

も

利

用

可

能

な

食

堂

の

営

業

な

ど

。

須

藤

さ

ん

は

「

地

方

の

自

動

車

学

校

だ

か

ら

こ

そ

、

教

習

以

外

に

も

様

々

な

情

報

を

仕

入

れ

、

実

践

で

き

る

こ

と

は

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

今

、

自

動

車

学

校

は

『

自

動

車

の

免

許

を

取

る

人

だ

け

が

通

う

場

所

』

で

は

な

く

、

『

誰

で

も

気

軽

に

訪

れ

る

こ

と

が

で

き

る

場

所

』

で

な

く

て

は

な

ら

な

い

と

感

じ

て

い

ま

す

」

と

続

け

ま

す

。

昭

和

44

年

に

岩

手

県

公

安

委

員

会

の

指

定

を

受

け

て

以

来

、

地

域

の

「

交

通

安

全

教

育

セ

ン

タ

ー

」

と

し

て

、

地

域

の

園

児

か

ら

高

校

生

、

企

業

向

け

に

、

交

通

安

全

教

室

、

安

全

運

転

適

性

診

断

の

ほ

か

技

能

講

習

な

ど

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

「

運

転

技

術

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

交

通

ル

ー

ル

や

マ

ナ

ー

の

大

切

さ

を

教

え

る

こ

と

で

、

安

全

運

転

を

す

る

優

良

ド

ラ

イ

バ

ー

を

育

成

し

、

結

果

的

に

地

域

の

交

通

安

全

に

寄

与

で

き

れ

ば

」

と

須

藤

さ

ん

。

平

成

22

年

か

ら

は

、

老

若

男

女

が

同

校

で

学

び

な

が

ら

交

流

で

き

る

よ

う

、

「

一

日

開

放

日

」

を

春

と

秋

に

１

回

ず

つ

開

催

(

コ

ロ

ナ

禍

で

令

和

２

・

３

年

は

中

止

)

。

一

般

道

を

模

し

た

広

い

教

習

コ

ー

ス

や

敷

地

を

利

用

し

、

交

通

安

全

の

啓

蒙

活

動

を

含

め

た

イ

ベ

ン

ト

で

、

令

和

元

年

秋

の

開

放

日

に

は

１

１

２

３

人

も

の

来

場

者

が

訪

れ

た

と

か

！

「

イ

ベ

ン

ト

内

容

も

、

教

官

や

事

務

員

な

ど

と

と

も

に

こ

だ

わ

り

ま

し

た

。

た

く

さ

ん

の

笑

顔

に

出

会

え

て

、

本

当

に

『

や

っ

て

み

て

良

か

っ

た

な

』

と

実

感

。

状

況

を

見

な

が

ら

再

開

し

て

い

く

つ

も

り

で

す

」

と

、

今

後

の

開

放

日

に

向

け

意

気

込

み

ま

す

。

「

開

校

か

ら

54

年

、

自

動

車

や

交

通

事

情

・

環

境

も

様

々

変

化

す

る

中

、

令

和

３

年

７

月

に

は

優

良

教

習

所

と

し

て

東

北

管

区

警

察

局

長

・

東

北

地

区

指

定

自

動

車

教

習

所

連

合

会

長

連

名

に

て

表

彰

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

地

域

の

み

な

さ

ま

の

お

力

添

え

が

あ

っ

た

か

ら

こ

そ

で

す

」

と

い

う

感

謝

の

気

持

ち

が

、

今

後

の

運

営

・

教

習

に

つ

な

が

っ

て

い

き

ま

す

。

７

企業

紹介

株式会社 千厩自動車学校

昭和43年、前身となる株式会社千厩自動車教習所(千厩字古ケ口)が創業。昭

和44年に岩手県公安委員会の指定を受け、指定自動車学校として現社名に変更

(校名は「千厩自動車学校」)。その後、道路交通法の改正等を踏まえ、教習内

容・取得できる免許の車種を増やし(全車種教習)、より広い敷地でより安全な

自動車教習ができる場として昭和59年に現住所に移設、現在に至ります。

平成22年からは、年２回(春・秋)「一日開放日」を企画実施し、地域住民な

ど多くの方々が「自動車学校を知るきっかけづくり」にも力を入れています。

「「「「開開開開かれたかれたかれたかれた自動車学校自動車学校自動車学校自動車学校」」」」でででで、、、、地域地域地域地域のののの安全安全安全安全にににに貢献貢献貢献貢献

教

習

だ

け

で

は

な

い

！

情

報

が

集

ま

る

自

動

車

学

校

１

充実した教習コース。敷地内には

誰でも利用可能な食堂も！

DATA

〒029-0803

一関市千厩町千厩字中木六30

TEL 0191-52-2118

HP https://semmaya-ds.co.jp/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第40404040話話話話

今月のテーマ

「一日開放日」の様子。小さな子

どもたちにも交通安全の意識を感

じてもらいます。

管理者兼校長の須藤清さん。「一

日開放日」の発案者。

「地域活性化」のゴールとは？

地域企業の理念にせまります。

８

地

域

の

「

交

通

安

全

教

育

セ

ン

タ

ー

」

機

能

を

担

う

た

め

に

まちづくり、地域づくりの分野でよく目にする「「「「活性化活性化活性化活性化」」」」という言葉。少子高齢化、人口減少という暗い話題

から抜け出し、明るい未来に期待したい、そんな思いからついつい使ってしまいがちですが、果たして「活性

化」とは何なのでしょうか？

単に人が増えたからといって「活性化」ではありません。「活性化」の捉え方は様々ですが、当センターとし

て「地域の活性化」を文章で表現しようとすると、「「「「問題解決問題解決問題解決問題解決やややや新新新新たなたなたなたな価値創造価値創造価値創造価値創造へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを絶絶絶絶えずえずえずえず起起起起こせるこせるこせるこせる

‘‘‘‘創造的人材創造的人材創造的人材創造的人材’’’’がががが、、、、多数存在多数存在多数存在多数存在するするするする」「」「」「」「それらのそれらのそれらのそれらの人材人材人材人材によってによってによってによって、、、、持続的持続的持続的持続的にににに、、、、自自自自らららら課題解決課題解決課題解決課題解決ができるができるができるができる」「」「」「」「住民住民住民住民がががが信頼信頼信頼信頼

関係関係関係関係でつながりでつながりでつながりでつながり、、、、楽楽楽楽しくしくしくしく活活活活きききき活活活活きときときときと生活生活生活生活しししし、、、、自己実現自己実現自己実現自己実現ができるができるができるができる」」」」というところでしょうか。

地域運営の落とし穴㉔
地域は、活性化を求めているか？

２

３

※

１

模

擬

衝

突

体

験

装

置

の

座

席

に

乗

り

、

時

速

約

５

㎞

の

衝

突

を

体

感

で

き

る

。

※

２

(

公

財)

い

わ

て

被

害

者

支

援

セ

ン

タ

ー

の

活

動

で

、

売

り

上

げ

代

金(

受

取

手

数

料)

の

一

部

を

寄

付

す

る

仕

組

み

。

※

１

※

２

とは言え、気をつけなければいけないなと思うことが。たまに‘救世主’のような存在(新規事業を考え、マ

スコミ効果などもあり、目立つ‘‘‘‘イケイケイケイケイケイケイケイケ系系系系’’’’)が現れることがあるんです。すると、その人を中心に進めて行

こうという雰囲気になり、せっかくのみんなでやるスタイルが崩れていき、気づけば他力本願に。当人は、夢中

になればなるほど、自己顕示欲が強くなり、継続すればするほど自信がついて、つい走りすぎてしまうことも。

一方で、「地域には仕方なく関わっている」という人(‘‘‘‘イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤ系系系系’’’’)も少なくなく、そんな状況から脱却し

たいと訴える人も。しかし、イヤイヤばかり言うと、マイナスイメージが先行し、‘イヤイヤ系’が増えてしま

う可能性が……。‘‘‘‘イヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤイヤ系系系系’’’’のののの人人人人はははは、、、、実実実実はははは責任感責任感責任感責任感がががが強強強強くくくく、、、、地域地域地域地域のためにのためにのためにのために地道地道地道地道にににに頑張頑張頑張頑張りりりり続続続続けてくれているのでけてくれているのでけてくれているのでけてくれているので、、、、

褒褒褒褒めてあげることがモチベーションにつながりますめてあげることがモチベーションにつながりますめてあげることがモチベーションにつながりますめてあげることがモチベーションにつながります。。。。

まちづくり、地域づくりは、マニュアルマニュアルマニュアルマニュアル化化化化できないできないできないできない‘‘‘‘塩梅塩梅塩梅塩梅((((案配案配案配案配))))’’’’がすごくがすごくがすごくがすごく大事大事大事大事(場づくりのスキルなど。当

センターでは、「「「「塩梅理論塩梅理論塩梅理論塩梅理論」」」」と称しています)だと思うのですが、それを伝えることはものすごく難しい。なの

で、役を受けてくれる人を育てるのではなく、「「「「みんなでみんなでみんなでみんなで協力協力協力協力できるできるできるできる状態状態状態状態をををを創創創創りりりり出出出出すすすす」」」」ことが必要です。

ここまで、地域活動に関わる‘イケイケ系’‘イヤイヤ系’という存在をピックアップしてみましたが、忘れ

てはいけないのが‘‘‘‘まだまだまだまだ関関関関わっていないわっていないわっていないわっていない住民住民住民住民’’’’です。実際には、関わっていない住民の方が多いかもしれません。

「関わっていない住民との接点がなく誘えない」「誘っても断られる」という役員の嘆きも聴きますが、‘‘‘‘どのどのどのどの

ようにようにようにように関関関関わってもらうのかわってもらうのかわってもらうのかわってもらうのか’’’’を考えなければいけません。ただ、これが実に難しい……！

ここ最近関わっている気仙沼市のとある地区では、住宅再建が進まず(３軒のみ)、自治会形成ができずにいた

り、住民アンケートを取っても「好きでここに住んでいる訳ではないので地域活動などいらない」という声が上

がる現状と向き合っています。災害公営住宅内で挨拶をしても、返してくれないような現実がある一方、「地域

活動は必要だ」という声も。高齢者や子どもを支えていく必要性も挙げられているので、しっかりコミュニティ

をつくり、「支え支えられる地域にしたい」と、話し合いを重ねているところで、地域づくりのキーワードに上

がっているのが「「「「めげずにめげずにめげずにめげずに声声声声をかけをかけをかけをかけ続続続続けるけるけるける」」」」です。

住んでいる住民のコミュニケーションが取れないようでは「活性化」とは言えません。思わぬコト・モノに反

応があるかもしれませんし、めげずに声をかけていきましょう(集合住宅や大規模自治会の悩みについては、今

後、積極的に考えていきたいと思います)。

‘イケイケ系’ ‘イヤイヤ系’ ‘ノーリアクション系’！？

地域での話し合いの際に「活性化を求めますか？」と問いかけてみたことがあ

りますが、「活性化するとやることが増えるから、活性化しなくていい」という

回答が多々。「活性化」＝様々な取り組みによって賑わっている状況＝「新規事

業で負担が増える」というイメージにつながっているからだと推測できます。地

域住民の多くは‘‘‘‘誰誰誰誰もがもがもがもが安心安心安心安心してしてしてして安全安全安全安全にににに住住住住みみみみ続続続続けられるけられるけられるけられる’’’’ことを望んでおり、そ

うした住民が望む‘活性化した地域’は、各世代各世代各世代各世代にににに役役役役のなりのなりのなりのなり手手手手がいてがいてがいてがいて、、、、一部一部一部一部のののの人人人人

だけのだけのだけのだけの負担負担負担負担にならずにならずにならずにならず、、、、みんなでみんなでみんなでみんなで地域地域地域地域をををを運営運営運営運営できているようなできているようなできているようなできているような姿姿姿姿です。一方、ヨソ

モノ・ワカモノ・バカモノに代表されるような‘リーダーシップをもった人が牽

引している姿’を「活性化」と呼び、人が増え、賑やかになっていることを望ん

でいる人もおり、それを否定するつもりはありません。

当センタースタッフ佐々木も大卒で
観光馬車の復活プロジェクト(青森
県にて)に従事し、まさに「ヨソモノ・
ワカモノ・バカモノ」ともてはやされた
張本人…。ヨソモノは所詮ヨソモノ
だったと今は大いに反省しています。



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
68686868

10

■

食

料

自

給

率

が

高

か

っ

た

！

「冷蔵庫のない時代はどうやって食品を保存していたのか」という、現代人の素朴

な疑問から始まった今回の調査。結果的には「「「「冷蔵冷蔵冷蔵冷蔵するするするする必要必要必要必要のあるのあるのあるのある食品食品食品食品はあまりはあまりはあまりはあまり食食食食べべべべ

ていなかったていなかったていなかったていなかった／／／／入手入手入手入手したしたしたした日日日日のうちにのうちにのうちにのうちに食食食食べたべたべたべた／／／／加工加工加工加工してしてしてして保存保存保存保存したしたしたした」」」」という、現代の「数

日間は冷蔵保存が当たり前」という感覚とは根本的に異なっていたことが判明。

また、そうした暮らしを送ることができた背景としては、自家生産自家生産自家生産自家生産していたしていたしていたしていた食材食材食材食材がががが

多多多多かったりかったりかったりかったり、、、、行商人行商人行商人行商人などがなどがなどがなどが定期的定期的定期的定期的にににに山間部山間部山間部山間部にもにもにもにも来来来来ていたていたていたていたことなどがあげられます(ち

なみに昭和40年度の日本の食料自給率(カロリーベース)は73%なのに対し、令和２年度

は37％)。その具体的な食材入手ルートや保存方法を見える化してみました。

昭和昭和昭和昭和40404040年以前の年以前の年以前の年以前の

食生活を食生活を食生活を食生活を

見える化してみた見える化してみた見える化してみた見える化してみた

昭和40年代まで、当地域における多くの家庭が送っていた「電気冷蔵庫のないくら

し」。電気冷蔵庫の導入前に「氷式冷蔵庫」を使用していた家もあり、前号では当時

の「氷」事情にスポットを当てました。続編となる今回は「冷蔵庫のない時代の

『食』事情」にスポットを当て、冷蔵庫がない中でどのような食生活を送っていたの

か、現在の食生活との根本的な「考え方・感覚の違い」を学んでみました！

※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

電

気

冷

蔵

庫

の

な

い

時

代

＝

昭

和

40

年

代

以

前

は

、

「「「「

生生生生

の

ま

ま

の

ま

ま

の

ま

ま

の

ま

ま

食

材

食

材

食

材

食

材

をををを

長

時

長

時

長

時

長

時

間

保

管

間

保

管

間

保

管

間

保

管

す

る

す

る

す

る

す

る

必

要

必

要

必

要

必

要

の

な

い

の

な

い

の

な

い

の

な

い

生

活

生

活

生

活

生

活

」」」」

が

送

ら

れ

て

お

り

、

現

代

と

は

大

き

く

食

生

活

が

異

な

っ

て

い

ま

し

た

(

前

号

参

照

)

。

当

時

(

戦

中

を

除

く

)

の

一

般

的

な

食

事

は

次

の

よ

う

な

も

の

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

【【【【

朝

食

朝

食

朝

食

朝

食

】】】】

主

食

主

食

主

食

主

食

＋＋＋＋

一

汁

二

菜

一

汁

二

菜

一

汁

二

菜

一

汁

二

菜

・

「「「「

麦

飯

麦

飯

麦

飯

麦

飯

」」」」

や

「「「「

か

て

か

て

か

て

か

て

飯飯飯飯

」」」」

・

自

家

製

味

噌

の

味

噌

汁

味

噌

汁

味

噌

汁

味

噌

汁

(

出

汁

不

使

用

)

・

「「「「

漬漬漬漬

けけけけ

物物物物

」」」」

「「「「

お

ひ

た

し

お

ひ

た

し

お

ひ

た

し

お

ひ

た

し

」」」」

「「「「

煮

付

煮

付

煮

付

煮

付

」」」」

「「「「

納

豆

納

豆

納

豆

納

豆

」」」」

「「「「

魚魚魚魚

」」」」

等

【【【【

昼

食

昼

食

昼

食

昼

食

】】】】

・

握

飯

握

飯

握

飯

握

飯

・

主

食

主

食

主

食

主

食

の

み

の

の

み

の

の

み

の

の

み

の

弁

当

弁

当

弁

当

弁

当

(

梅

干

し

や

味

噌

漬

け

が

の

る

程

度

)

【【【【

夕

食

夕

食

夕

食

夕

食

】】】】

「「「「

代

用

食

代

用

食

代

用

食

代

用

食

」」」」

がががが

基

本

基

本

基

本

基

本

・

「「「「

う

ど

ん

う

ど

ん

う

ど

ん

う

ど

ん

」」」」

「「「「

は

っ

と

は

っ

と

は

っ

と

は

っ

と

」」」」

「「「「

す

い

と

す

い

と

す

い

と

す

い

と

んんんん

」」」」

等

、

小

麦

小

麦

小

麦

小

麦

を

使

っ

た

も

の

・

「「「「

そ

ば

そ

ば

そ

ば

そ

ば

練練練練

りりりり

」」」」

「「「「

そ

ば

そ

ば

そ

ば

そ

ば

団

子

団

子

団

子

団

子

」」」」

「「「「

そ

ば

そ

ば

そ

ば

そ

ば

き

り

き

り

き

り

き

り

」」」」

等

、

蕎

麦

蕎

麦

蕎

麦

蕎

麦

を

使

っ

た

も

の

・

「「「「

し

な

も

ち

し

な

も

ち

し

な

も

ち

し

な

も

ち

」」」」

「「「「

す

な

も

ち

す

な

も

ち

す

な

も

ち

す

な

も

ち

」」」」

等

、

粉

に

し

た

く

ず

く

ず

く

ず

く

ず

米米米米

を

使

っ

た

も

の

基

本

的

に

は

「「「「

主

食

主

食

主

食

主

食

＋＋＋＋

一

汁

二

菜

一

汁

二

菜

一

汁

二

菜

一

汁

二

菜

」」」」

と

い

う

ス

タ

イ

ル

で

す

が

、

「「「「

二

菜

二

菜

二

菜

二

菜

」」」」

のののの

中中中中

身身身身

がががが

野

菜

野

菜

野

菜

野

菜

やややや

大

豆

加

工

品

中

心

大

豆

加

工

品

中

心

大

豆

加

工

品

中

心

大

豆

加

工

品

中

心

。

野

菜

も

今

ほ

ど

の

バ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

は

な

い

の

で

、

根

菜

根

菜

根

菜

根

菜

やややや

白

菜

白

菜

白

菜

白

菜

、、、、

青

菜

青

菜

青

菜

青

菜

に

加

え

、

春

に

採

取

し

た

山

菜

山

菜

山

菜

山

菜

を

加

工

し

て

貯

蔵

、

年

間

を

通

し

て

食

べ

ら

れ

る

よ

う

に

し

て

い

ま

し

た

(

も

ち

ろ

ん

根

菜

類

も

加

工

保

存

)

。

魚

や

肉

な

ど

を

食

べ

る

こ

と

は

少

な

く

、

食

べ

た

と

し

て

も

魚魚魚魚

はははは

塩

漬

塩

漬

塩

漬

塩

漬

け

や

け

や

け

や

け

や

干干干干

物物物物

に

な

っ

た

も

の

が

基

本

で

、

「

生

魚

」

を

食

べ

る

と

す

れ

ば

、

川

漁

で

採

っ

た

も

の

(

鮎

や

マ

ス

、

ウ

ナ

ギ

等

)

。

肉

に

関

し

て

は

、

罠罠罠罠

でででで

仕

留

仕

留

仕

留

仕

留

め

た

ウ

サ

め

た

ウ

サ

め

た

ウ

サ

め

た

ウ

サ

ギ

や

キ

ジ

ギ

や

キ

ジ

ギ

や

キ

ジ

ギ

や

キ

ジ

を

食

べ

た

と

い

う

話

も

多

く

、

中

に

は

狸

を

食

べ

て

い

た

と

い

う

話

も

！

ま

た

、

鶏鶏鶏鶏

を

飼

育

し

て

い

た

家

で

は

、

普

段

は

卵卵卵卵

を

食

べ

な

が

ら

、

何

か

の

行

事

な

ど

に

合

わ

せ

て

鶏

肉

も

い

た

だ

い

た

と

の

こ

と

。

大

豆

加

工

品

大

豆

加

工

品

大

豆

加

工

品

大

豆

加

工

品

は

そ

の

多

く

が

自

家

製

自

家

製

自

家

製

自

家

製

。

味

噌

味

噌

味

噌

味

噌

は

も

ち

ろ

ん

、

醤

油

醤

油

醤

油

醤

油

や

納

豆

納

豆

納

豆

納

豆

、

豆

腐

豆

腐

豆

腐

豆

腐

ま

で

も

自

家

製

だ

っ

た

と

い

う

家

は

少

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

納

豆

を

冬

場

に

コ

タ

ツ

の

中

で

作

っ

た

と

い

う

思

い

出

話

は

「

農

家

あ

る

あ

る

」

と

も

言

え

ま

す

が

、

驚

く

べ

き

は

豆

腐

。

気

仙

沼

か

ら

来

る

行

商

か

ら

購

入

(
≒

物

々

交

換

物

々

交

換

物

々

交

換

物

々

交

換

)

し

た

塩

か

ら

「

にににに

が

り

が

り

が

り

が

り

」

を

取

り

出

し

て

作

っ

て

い

た

の

だ

と

か

！

そ

の

他

、

行

商

人

行

商

人

行

商

人

行

商

人

が

定

期

的

に

来

て

い

た

た

め

、

「「「「

必

要

必

要

必

要

必

要

なななな

食

材

食

材

食

材

食

材

をををを

必

要

必

要

必

要

必

要

なななな

分分分分

だだだだ

けけけけ

」」」」

と

い

う

暮

ら

し

が

成

り

立

っ

て

い

た

よ

う

で

す

。

次

項

で

は

よ

り

具

体

的

に

こ

れ

ら

の

食

材

の

入

手

ル

ー

ト

や

保

存

方

法

を

ご

紹

介

し

て

い

き

ま

す

。

自家生産自家生産自家生産自家生産・・・・製造製造製造製造 購入購入購入購入((((行商等行商等行商等行商等)))) 物々交換物々交換物々交換物々交換 狩猟狩猟狩猟狩猟・・・・採取採取採取採取

米米米米・・・・麦麦麦麦

根菜類根菜類根菜類根菜類(大根、人参、牛

蒡、馬鈴薯、里芋等)

葉物野菜葉物野菜葉物野菜葉物野菜(白菜、青菜等)

大豆大豆大豆大豆・・・・味噌味噌味噌味噌

鶏鶏鶏鶏(卵・肉)

海産物海産物海産物海産物(魚の干物、

塩サケ等、海藻類、貝)

肉肉肉肉(豚・牛)

砂糖砂糖砂糖砂糖

氷氷氷氷

米と塩塩塩塩

炭と塩塩塩塩

米と海産物海産物海産物海産物

米とかつおかつおかつおかつお節節節節

※塩は気仙沼から

「馬背」でやって来た

川魚川魚川魚川魚(鮭、鱒、鮎、鰻等)

ウサギ・キジウサギ・キジウサギ・キジウサギ・キジ

イナゴイナゴイナゴイナゴ

山菜山菜山菜山菜・きのこ・きのこ・きのこ・きのこ

木木木木のののの実実実実(サルナシ等)

果物果物果物果物(栗、柿等)

※栗や柿は家の周りに

植えていた

醤油醤油醤油醤油

豆腐豆腐豆腐豆腐・おから・・おから・・おから・・おから・納豆納豆納豆納豆

牛牛牛牛(牛乳・肉)・豚豚豚豚・・・・鯉鯉鯉鯉

埋蔵法埋蔵法埋蔵法埋蔵法 乾燥法乾燥法乾燥法乾燥法 冷凍乾燥法冷凍乾燥法冷凍乾燥法冷凍乾燥法

塩漬塩漬塩漬塩漬けけけけ

味噌漬味噌漬味噌漬味噌漬けけけけ等等等等

そのそのそのその他他他他

根菜類根菜類根菜類根菜類

ネギネギネギネギ

白菜白菜白菜白菜

茄子茄子茄子茄子・・・・胡瓜胡瓜胡瓜胡瓜

栗栗栗栗

根菜類根菜類根菜類根菜類(切り干し)

ずいきずいきずいきずいき

きのこきのこきのこきのこ

菊菊菊菊のののの花花花花

よもぎよもぎよもぎよもぎ

凍凍凍凍みみみみ餅餅餅餅

凍凍凍凍みみみみ豆腐豆腐豆腐豆腐

凍凍凍凍みみみみ大根大根大根大根

野菜野菜野菜野菜(塩漬け＝漬け物)

肉肉肉肉(塩漬け、味噌漬け)

魚魚魚魚(塩漬け、酢漬け)

山菜山菜山菜山菜(塩漬け)

ムロムロムロムロ(土間の中、

裏山、

石灰石の穴等)

井戸井戸井戸井戸

貯蔵蔵貯蔵蔵貯蔵蔵貯蔵蔵

入手ルートを大きく分けると以下のように分けられます。※行商等からの「購

入」に関しては「物々交換」と混在している可能性があります。

▲旧町村で発刊している町史・村史や当地域の生活に関する各種文献に加え、当センタースタッフが当市在住の中高年層にヒアリン

グした結果を元に整理しました。※地域性や居住エリア(町場／山間部)によって違いはあると思います。

上記ルートで入手した食材は「その日のうちに食べる」か、以下のような方法で

中長期的に(特に冬場に向けて)保存していました。

▲「保存」の考え方として「野菜が不足する冬場に向けて」という視点と合わせて、「冬場に食材を凍らせてしまわないように」と

いう視点もあります。そのため、常温保存できる根菜類でも、土の中に藁やムシロなどと合わせて埋蔵していました。また、茄子や

胡瓜については「清潔な砂一升と塩一升とをまぜて、その中に入れて置くと春先まで変色しない」という驚きの方法も！

◀山菜は塩漬けにして

長期保存。現在も一般

的に食される山菜の他、

「さいかちの芽」「う

るしの芽」「やまごぼ

うの葉」なども食され

ていたとする文献も。

写真は当センタース

タッフ宅のフキの塩漬

け。

◀夏場の食材保管には

井戸や沢などの冷水が

使用された。特に左の

写真のような、井戸か

ら汲み上げた水が溜ま

る洗い場などでスイカ

やトマトなど夏野菜を

冷やしていたとのこと。

写真は当センタース

タッフ親類の家(萩荘)。

実験！肉の常温保存は本当に可能!?
前号では「氷」の保管について実験をしてみましたが、今回はお

肉の常温保存が本当に可能なのかを実験してみました！ヒアリング

では雉やウサギを塩漬けして保存したという話が複数聞かれたもの

の、さすがに入手が難しいので鶏肉での実験です(笑)塩漬けにした

鶏肉が常温環境でどれくらい保存できるのか、そして塩漬けにした

お肉はどのような味になるのか、

気になる結果はホームページにて！

＜参考文献＞ 門崎村(1956)『門崎村誌』/岩手県千厩町磐清水公民館(1957)『磐清水村史』/

岩手県農業改良普及会(2011)『食べよういわて―伝統食と食の匠の技』/ その他 ※ホームページには全ての参考文献を掲載しています。

９

昭和20年代頃まで、多くの農家の台所は衛生的とは言えない環境でした。煙突のない竈に薪をくべて火をおこすため、竈か

ら土間の中には煙やススが飛び、調理台も膝を床につけた状態で行う高さ。そのため、戦後になると、煙突のついた「文化

竈」や水道、立ったまま作業ができる「流し」や「調理台」の普及が叫ばれるようになり、全国的に「「「「生活改善運動生活改善運動生活改善運動生活改善運動((((台所改台所改台所改台所改

善運動善運動善運動善運動))))」」」」が展開されます。

地方の農山村部では、その流れが昭和昭和昭和昭和30303030年代以降年代以降年代以降年代以降にやってきて、電気の普及の時期と重なったこともあり、台所改善運動の

ゴールの一つのような位置づけで「電気冷蔵庫」の導入がブームに。しかし、電気冷蔵庫を導入したところで、上記のように

「衛生環境」への知識が乏しい状態であり、食中毒等は頻繁に発生していました(「冷蔵庫に入れれば安心」という考えに結

びついてしまった)。

そこで求められたのが正正正正しいしいしいしい食生活食生活食生活食生活・・・・衛生環境衛生環境衛生環境衛生環境にににに関関関関するするするする知識普及知識普及知識普及知識普及であり、その役を担ったのが昭和23年頃から全国各地で結

成され始めた「「「「農協婦人部農協婦人部農協婦人部農協婦人部」」」」です。昭和26年には「全国農協婦人団体連絡協議会」が結成され、情報共有をはかりながら、各

農協婦人部が講座や料理教室を開催するなど、「食生活」の幅を広げる大きな一助となりました。


